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我 田  広 之 
西 口  光 一 
津 田  保 夫 
論文審査の結果の要旨 
本論文は、ドイツに派遣された日本人交換留学生が現地で構築する人的ネットワークに関して、それが彼らの留学
生活にどのような影響を与え、留学成果の向上にどのように役立っているのかを、その機能に着目して明らかにする
とともに、各自のネットワーク構築に影響を与える環境的要因および個人的要因を解明し、またネットワーク構築方
法を分類した上で、今後の日本人交換留学生教育のあり方を検討しようとするものである。 
 全体は９つの章からなり、第１章で本研究の目的および交換留学の定義を記述したのち、第２章では本研究の背景
として日本とドイツにおける留学生派遣・受け入れ状況、さらに交換留学の目的についてまとめている。続く第３章
は先行研究の検討に充てられ、留学生関連研究にとって特に重要な異文化適応およびパーソナル・ネットワークをめ
ぐる先行文献の知見を整理することで、本研究の枠組みを提示している。第４章では本研究で実施した二つの調査、
すなわち、ネットワーク機能調査（調査協力者16名）とネットワーク構築要因調査（調査協力者28名）について、そ
のフィールドワークやインタビュー調査、分析方法等の概要が紹介されている。第５章は前者の調査結果を取りまと
めたものであり、人的ネットワークが留学生のドイツ生活への適応に果たす役割を７つのネットワーク機能として抽
出している。第６章では後者の調査結果のうち、ネットワーク構築に影響を与える環境的要因を考察し、それらをさ
らに組織的要因、社会・文化的要因、家庭的要因の三つに下位分類している。引き続き第７章では、ネットワーク構
築に影響を与える個人的要因を分析し、それらを整理して６タイプのネットワーク構築方法を示している。第８章は
事例研究として３名の協力者の留学生活を詳細に描き、第５章から第７章にかけて考察した個々の機能や要因が実際
に観察される様子を記述している。最後に、第９章ではこれまでの総括として「在独日本人交換留学生のネットワー
ク構築に影響を与える要因図」が提示され、それを踏まえて、これからの日本における交換留学制度のさらなる充実
に向け、具体的な提案を試みている。 
以上のような内容の本論文に関しては、とりわけ次の点が評価される。 
 1. 人的ネットワークに関連する先行研究を精査し、本研究での調査資料と照合することによって、交換留学生のネ
ットワーク機能に関する独自の枠組みを提示している。 
2. ネットワーク構築の過程を環境的側面と個人的側面とに分けて考察し、その下で各種の要因を抽出することに成
功している。 
3. 具体的なネットワーク構築過程を３人の事例に即して綿密に追跡し詳細に検討しているのは、この方面の研究と
して非常に資料的価値が大きい。 
 ただし、審査の過程において、個々の機能や要因の分類方法について必然性が十分に示されていない、論述の部分
相互の関連付けがまだ不十分であるなど、今後の体系的な研究に向けて改善を要する点についての指摘があった。し
かし、それらも決して本論文全体の価値を損なうものではなく、むしろ本論文の詳細な調査の成果は、この分野にお
ける今後の研究にとって重要な資料となりうるものであり、また実際の留学生へのアドバイスや支援といった実務的
な面でも有益であると考えられる。 
以上のことから、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
なお、本論文について、チェックツール“iThenticate”を使用し、剽窃、引用漏れ、二重投稿等のチェックを終え
ていることを申し添える。 
 
